
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

平成２０年４月２１日  製品安全課 

商品名等 

（電気用品名等） 

蒸留器 

 

 

１ 当該商品等の概要 

 

○用途、機能、性能 

 本製品は、ポット形状のもので、電熱ヒーターで水を沸騰させて発生した水蒸気

が金属管を通過することにより冷却され、飲用の蒸留水を作るものである。 

 金属管には冷却用フィンがあり、そのフィンをファンモーターで冷却して金属管

の冷却を促進することにより、蒸留水を得るものである。 

 

○構造、仕様、意匠 

 蒸留水は、別容器で受けて貯水される。 

 定 格：１００Ｖ、５０－６０Ｈｚ、５８０Ｗ（電熱装置５７５Ｗを含む。）

 

○主な使用者、販売先 

一般家庭用 

 

２ 対象・非対象の解釈 

  

 特定電気用品以外の電気用品中、電熱器具の「電気湯沸器」として取り扱う。 

 

（理由） 

 本製品は、電熱ヒーターで水を沸騰させて飲料用蒸留水を得るものであることか

ら、「電気湯沸器」として取り扱うことが妥当と判断する。 

 


